
は
じ
め
に

　
駒
澤
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
の
久
保
田
昌
希
と
申
し
ま
す
。
私
は
本
学
に
勤
め
て
三
〇
年
に
な

り
ま
す
。
今
年
度
で
退
職
で
す
が
、大
学
院
の
ゼ
ミ
で
久
し
く
、テ
キ
ス
ト
と
し
て
『
家
忠
日
記
』

を
読
ん
で
い
ま
し
た
。
臨
川
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
て
お
り
ま
す『
増
補
続
史
料
大
成
　
家
忠
日
記
』

を
、
ゼ
ミ
生
た
ち
と
回
し
読
み
を
し
ま
す
。
担
当
者
が
逐
条
解
釈
を
し
て
、
そ
こ
に
出
て
く
る
人

物
・
事
項
名
・
社
会
情
勢
、
家
康
の
様
子
は
も
ち
ろ
ん
信
長
・
秀
吉
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
を
、
十

数
年
の
間
読
み
込
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
間
に
駒
澤
大
学
図
書
館
に
『
家
忠
日
記
』
の
原
本

を
深
溝
松
平
家
か
ら
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、本
当
に
私
も
嬉
し
く
て
、

ま
す
ま
す
ゼ
ミ
生
諸
君
と
も
熱
が
入
っ
て
、
励
ん
で
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
禅
文
化
歴
史
博
物
館
で
、
企
画
展
「
松
平
家
忠
と
そ
の
時
代
―
『
家
忠
日
記
』
と
本
光

寺
」
を
開
催
し
て
い
ま
し
て
、
深
溝
本
光
寺
、
島
原
本
光
寺
、
肥
前
島
原
松
平
文
庫
の
ご
協
力
、

愛
知
県
幸
田
町
教
育
委
員
会
、
長
崎
県
島
原
市
教
育
委
員
会
、
世
田
谷
区
教
育
委
員
会
の
後
援
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
非
常
に
良
い
展
示
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
貴
重
な
史
資
料
を
お
借
り

す
る
こ
と
が
で
き
、
関
係
者
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
日
は
「
松
平
家
忠
と
そ
の
時
代
」
と
い
う
こ
と
で
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
け
れ
ど
も
、

展
示
図
録
も
ま
た
良
い
も
の
が
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
御
来
館
い
た
だ
い
た
方
に
は
ア
ン

ケ
ー
ト
を
書
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
差
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た

ら
、是
非
周
り
の
方
に
も
お
薦
め
い
た
だ
き
、こ
の
図
録
を
手
に
し
て
い
た
だ
い
て
、『
家
忠
日
記
』

の
存
在
を
広
く
知
ら
し
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
時
代
に
興
味
を
持
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
は
『
家
忠
日
記
』
を
知
っ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
す
が
、
一
般
の
方
に
は
な
か
な
か
知

ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
機
に
多
く
の
方
々
に
『
家
忠
日
記
』
の
史
料

と
し
て
の
価
値
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
図
録
の
方
に
は
、「『
家
忠
日
記
』
と
深
溝
松
平
氏
」
と
し
て
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
内
容
も
含
め
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　（
付
記
）
令
和
二
年
三
月
一
九
日
、
文
化
庁
文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
は
、
駒
澤
大
学
図
書
館

所
蔵
『
松
平
家
忠
日
記
』
を
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
よ
う
答
申
し
、九
月
三
〇
日
に
指
定
・

告
示
（
官
報
号
外
二
〇
三
号
）
さ
れ
た
。

一
、『
家
忠
日
記
』
に
つ
い
て

　『
家
忠
日
記
』
は
松
平
家
忠
の
自
筆
の
日
記
で
、
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
一
〇
月
か
ら
文
禄

三
（
一
五
九
四
）
年
ま
で
の
約
一
八
年
間
の
記
事
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
い
つ
か
ら
書
き

始
め
た
と
い
う
こ
と
は
、
日
記
冒
頭
部
分
の
破
損
が
激
し
く
て
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
し
か
し
最

近
、
一
巻
冒
頭
に
わ
ず
か
に
見
え
て
い
る
文
字
が
、
永
禄
の
「
永
」
の
一
部
、「
禄
」
の
旁
の
部

分
と
読
め
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
研
究
が
あ
り
ま
し
て
、「
永
禄
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
家
忠
が
一
四
歳
、
元
服
し
て
か
ら
書
き
始
め
た
と
す
れ
ば
、「
永
禄
十
一
」
と
読
め
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
今
ま
で
の
『
家
忠
日
記
』
の
管
理
状
況
や
伝
来

形
態
か
ら
す
る
と
、
果
た
し
て
一
巻
冒
頭
部
分
が
、『
家
忠
日
記
』
の
書
き
始
め
な
の
か
と
い
う

禅
文
化
歴
史
博
物
館
セ
ミ
ナ
ー
講
演
録

家
康
を
支
え
た
一
門
・
松
平
家
忠
と
そ
の
時
代
〜
『
家
忠
日
記
』
と
本
光
寺
〜

久
保
田
　
昌
希

家康を支えた一門・松平家忠とその時代（久保田）

（
一
）
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で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
し
か
に
『
家
忠
日
記
』
を
見
る
と
、
城
普
請
に
従
事
し
て

い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
深
溝
松
平
の
支
配
領
域
に
は
沼
や
川
が
多
く
、『
家
忠
日
記
』
に
も
出
て
き

ま
す
が
、
洪
水
な
ど
の
水
害
に
遭
い
や
す
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
普
請

の
技
術
を
深
溝
松
平
家
は
体
得
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
家
忠
は
関
東
に
転
封
し
た
と

き
に
忍
城
（
埼
玉
県
行
田
市
）
に
入
り
、そ
の
後
に
上
代
（
千
葉
県
旭
市
）・
小
見
川
（
同
香
取
市
）

へ
と
移
り
ま
す
が
、
あ
の
辺
り
は
ご
存
じ
の
よ
う
に
水
郷
地
帯
で
す
の
で
、
三
河
で
鍛
え
ら
れ
た

普
請
の
技
術
が
関
東
で
も
役
に
立
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
家
康
の
狙
い
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
伊
能
忠
敬
も
あ
の
辺
り
の
出
身
で
、
名
主
を
務
め

な
が
ら
必
要
な
土
木
技
術
を
学
ん
で
、
そ
し
て
江
戸
に
出
て
高
橋
至
時
に
師
事
し
て
測
量
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
地
理
的
な
も
の
や
生
活
環
境
が
生
ん
だ
技
術
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
松
平
家
忠
と
い
う
人
物
は
実
は
三
人
い
ま
す
。
松
平
氏
は
十
四
松
平
・
十
六
松
平
・
十
八
松
平

な
ど
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
地
名
を
と
っ
て
何
々
松
平
と
呼
ば
れ
ま
す
。『
家
忠
日
記
』
の
家
忠
は

深
溝
松
平
、
二
人
目
は
東
条
松
平
あ
る
い
は
青
野
松
平
、
三
人
目
は
形
原
松
平
で
す
。
三
人
と
も

同
じ
頃
に
活
躍
し
て
い
ま
す
か
ら
、同
じ
家
忠
ど
う
し
が
会
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
と
く
に
深
溝
松
平
家
忠
の
「
ち
い
は
」
と
い
う
妹
が
、
東
条
松
平
家
忠
（
甚
太
郎
）
に
嫁
い
で

い
ま
す
。
こ
の
甚
太
郎
は
天
正
九
（
一
五
八
一
）
年
一
一
月
一
日
に
亡
く
な
り
ま
す
が
、『
家
忠

日
記
』
の
天
正
九
年
一
一
月
一
日
に
「
東
城
（
条
）
松
平
甚
太
郎
死
去
候
」。
四
日
に
「
東
条
松
（
松

平
）
甚
太
郎
弔
ニ
越
候
」
と
あ
り
ま
す
の
で
、
早
速
家
忠
も
葬
儀
に
行
っ
て
い
ま
す
。
妹
の
夫
で

す
か
ら
義
理
の
弟
に
な
り
ま
す
。
一
四
日
「
甚
太
郎
死
去
付
而
、
東
条
よ
り
妹
引
越
候
」
と
い
う

こ
と
で
、妹
ち
い
は
が
一
〇
日
後
に
は
東
条
か
ら
実
家
に
戻
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
ち
い
は
は
、翌
々

年
の
天
正
一
一
年
一
二
月
八
日
に「
殿
様
去
四
日
ニ
駿
よ
り
御
帰
候
、東
条
妹
祝
言
之
事
申
来
候
」

と
あ
り
、
殿
様
と
い
う
の
は
家
康
で
、
家
康
が
四
日
に
駿
河
か
ら
浜
松
に
帰
っ
て
き
て
、
ち
い
は

が
再
婚
す
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
再
婚
先
は
武
田
旧
臣
の
跡
部
氏
の
跡
を
継
い
だ
跡
部

大
炊
助
昌
出
で
、
そ
こ
へ
再
婚
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
家
康
の
指
示
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　
そ
う
い
う
記
事
も
日
記
に
は
書
い
て
あ
り
ま
し
て
、普
請
と
か
戦
だ
け
で
は
な
く
、日
常
の
様
々

な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

三
、
深
溝
松
平
氏
と
徳
川
氏
（
松
平
宗
家
）・
江
戸
時
代

　
そ
も
そ
も
深
溝
松
平
は
、
十
四
松
平
・
十
六
松
平
、
十
八
松
平
と
か
い
い
ま
す
が
、
松
平
の
惣

家
か
ら
分
出
し
て
、
初
代
の
親
氏
か
ら
家
康
の
祖
父
清
康
あ
た
り
ま
で
の
間
に
庶
家
を
分
出
し
て

い
き
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
な
ん
で
す
ね
。
三
代
目
の
信
光
の
子
が
五
井
（
御
油
・
愛
知
県
蒲

郡
市
）
に
分
出
し
、
そ
の
系
統
か
ら
深
溝
（
愛
知
県
幸
田
町
）
に
も
松
平
が
分
出
し
て
ゆ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
深
溝
松
平
の
世
代
は
初
代
が
忠
景
（
忠
定
と
い
う
説
も
あ
り
）、
二
代
好
景
、
三

代
伊
忠
、
四
代
家
忠
、
五
代
忠
利
と
続
き
ま
す
。
実
は
好
景
か
ら
家
忠
ま
で
、
そ
し
て
家
忠
三
男

の
忠
一
も
戦
死
し
て
い
ま
す
。
二
代
好
景
は
永
禄
四
（
一
五
六
一
）
年
、
三
河
の
善
明
堤
（
愛
知

県
西
尾
市
）
で
戦
死
し
た
と
、深
溝
松
平
の
家
譜
に
は
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
『
家
忠
日
記
』

天
正
六
（
一
五
七
八
）
年
三
月
四
日
に
「
祖
父
大
炊
助
二
十
三
年
の
心
さ
し
候
」
と
出
て
き
ま
す
。

こ
れ
を
好
景
の
二
十
三
回
忌
と
解
釈
す
る
と
、
好
景
が
亡
く
な
っ
た
年
は
弘
治
二
（
一
五
五
六
）

年
ま
で
遡
り
ま
す
。
た
だ
そ
の
こ
と
は
深
溝
松
平
の
家
譜
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
手
掛
か

り
は
『
家
忠
日
記
』
に
な
り
ま
す
。
ど
ち
ら
を
信
用
す
る
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
仮
に
弘

治
二
年
に
好
景
が
亡
く
な
っ
た
の
だ
と
す
る
と
、
こ
の
年
に
は
善
明
堤
付
近
や
上
野
城
（
愛
知
県

豊
田
市
）
で
今
川
氏
と
織
田
・
吉
良
氏
が
戦
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
家
康
は
今
川
氏
の
庇
護
下
に

あ
り
、深
溝
松
平
も
今
川
方
と
し
て
戦
っ
て
い
ま
す
。
三
河
の
吉
良
氏
は
今
川
と
対
立
し
て
お
り
、

吉
良
は
信
長
と
組
ん
で
い
た
の
で
、
信
長
と
吉
良
共
通
の
敵
が
今
川
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
家
康
の
も
と
で
家
忠
の
祖
父
好
景
は
織
田
軍
と
戦
っ
て
戦
死
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
う
い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す
の
で
、
近
世
に
は
家
康
が
信
長
と
戦
っ
た
と
い
う
こ
と
を
記
す
の
は

憚
ら
れ
、
今
川
義
元
の
亡
く
な
っ
た
後
の
永
禄
四
年
の
戦
い
に
し
た
と
い
う
解
釈
も
成
り
立
つ
の

で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
仮
説
で
す
が
、
今
後
の
課
題
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
三
代
伊
忠
は
三
河
の
長
篠
（
鳶
巣
山
）
で
戦
死
し
ま
す
。
そ
れ
を
継
い
だ
家
忠
は
、
関
ヶ
原
の

直
前
の
伏
見
城
の
籠
城
戦
で
、
小
早
川
秀
秋
・
毛
利
輝
元
・
石
田
三
成
ら
の
大
軍
に
囲
ま
れ
て
、

七
月
か
ら
籠
城
し
て
八
月
一
日
に
亡
く
な
り
ま
す
。
京
都
の
三
十
三
間
堂
の
向
か
い
側
に
、
淀
殿

家康を支えた一門・松平家忠とその時代（久保田）
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問
題
が
あ
り
ま
す
。
永
禄
の
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
記
事
が
残
存
し
て
い
る
天
正
五

（
一
五
七
七
）
年
一
〇
月
か
ら
と
し
て
お
き
ま
す
（
天
正
元
年
七
月
説
も
あ
る
）。

　
そ
し
て
七
巻
の
最
後
の
方
が
文
禄
三
年
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
残
存
状
態
か
ら
一
八
年
間
と

し
て
お
き
ま
す
。
お
そ
ら
く
慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
ま
で
は
日
記
を
書
い
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
年
の
八
月
一
日
に
家
忠
は
伏
見
城
の
籠
城
で
戦
死
し
ま
す
か
ら
、
日
記

を
書
い
て
い
た
と
す
る
と
、
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
書
い
て
お
い
て
、
領
地
の
小
見
川
（
千
葉
県
香
取

市
）
を
出
て
き
た
か
も
し
れ
な
い
な
ど
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
天
正
五
年
か
ら
文
禄

三
年
の
間
の
日
記
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
年
や
月
ご
と
に
日
記
の
料
紙
を
改
め
ず
に
日
を
追
っ
て
書
き
継
い
で
い
ま
す
。
料
紙
一
丁
の
表

裏
に
大
か
た
六
日
か
ら
九
日
程
度
の
日
数
分
量
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
必
ず
し
も
日
数

に
固
執
せ
ず
、
月
日
、
干
支
、
天
候
、
特
に
雨
・
雪
な
ど
の
悪
天
候
な
ど
に
つ
い
て
は
、
家
忠
は

非
常
に
き
ち
ん
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
地
震
や
洪
水
な
ど
の
自
然
災
害
も
あ
り
ま
す
。
当
然
家
忠

の
も
と
に
は
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
又
聞
き
と
い
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
自
分
で
関
心
事
や
情
報
を
選
び
な
が
ら
記
述
し
て
ゆ
く
と
い
う
内
容
な
の
で
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
ま
た
誰
か
が
描
い
た
と
思
わ
れ
る
様
々
な
絵
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
も
『
家

忠
日
記
』
の
特
徴
で
す
。

　
記
事
自
体
が
簡
素
で
、
公
家
の
日
記
に
よ
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
長
々
と
書
く
の
で
は
な
く
、
短

く
簡
潔
に
書
い
て
い
る
部
分
が
非
常
に
多
い
点
な
ど
、
家
忠
の
性
格
が
垣
間
見
え
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　『
家
忠
日
記
』
の
原
本
は
今
は
七
冊
あ
り
ま
す
が
、
も
と
も
と
は
一
冊
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
日
記
が
収
め
ら
れ
て
い
る
桐
箱
に
は
、
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
で
行
わ
れ
た
補
修
以
前
の
日
記
原
本
の
写
真
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
を
見
る
と
一
冊
に
な
っ

て
い
ま
す
。
桐
箱
の
中
に
は
、
享
和
四
（
一
八
〇
四
）
年
に
将
軍
家
斉
へ
の
上
覧
に
供
し
た
と
き

に
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
日
記
の
写
本
も
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
七
冊
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
は
じ
め
は
七
冊
で
、
あ
る
時
期
に
一
冊
に
な
っ
た
か
、
そ
の
あ
た
り
は
今
後
の
検
討
課

題
と
考
え
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
の
補
修
・
表
装
を
経
て
七
冊

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
所
蔵
先
で
あ
る
駒
澤
大
学
図
書
館
の
電
子
貴
重
書
庫
で
は
、『
家
忠
日
記
』
の
全
頁
の

閲
覧
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

各
巻
の
丁
数
と
所
収
記
事
年
次
期
間

　
一
巻
（
遊
紙
二
丁
・
本
紙
四
七
丁
）　
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
一
〇
月
一
四
日

�

〜
天
正
七
（
一
五
七
九
）
年
九
月
五
日

　
二
巻
（
遊
紙
二
丁
・
本
紙
五
一
丁
）　
天
正
七
（
一
五
七
九
）
年
九
月
六
日

�

〜
天
正
九
（
一
五
八
一
）
年
一
一
月
七
日

　
三
巻
（
遊
紙
二
丁
・
本
紙
二
六
丁
）　
天
正
九
（
一
五
八
一
）
年
一
一
月
八
日

�

〜
天
正
一
一
（
一
五
八
三
）
年
正
月
八
日

　
四
巻
（
遊
紙
二
丁
・
本
紙
八
〇
丁
）　
天
正
一
一
（
一
五
八
三
）
年
正
月
九
日

�

〜
天
正
一
四
（
一
五
八
六
）
年
八
月
五
日

　
五
巻
（
遊
紙
二
丁
・
本
紙
八
〇
丁
）　
天
正
一
四
（
一
五
八
六
）
年
八
月
六
日

�

〜
天
正
一
七
（
一
五
八
九
）
年
一
二
月
一
九
日

　
六
巻
（
遊
紙
二
丁
・
本
紙
六
一
丁
）　
天
正
一
七
（
一
五
八
九
）
年
一
二
月
二
〇
日

�

〜
文
禄
元
（
一
五
九
二
）
年
七
月
六
日

　
七
巻
（
遊
紙
二
丁
・
本
紙
七
一
丁
）　
文
禄
元
（
一
五
九
二
）
年
七
月
七
日

�

〜
文
禄
三
（
一
五
九
四
）
年
九
月
（
〜
未
詳
）

二
、
松
平
家
忠
と
い
う
人
物

　『
戦
国
人
名
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
の
記
述
を
参
照
し
ま
す
と
、
家
忠
は
弘
治

元
（
一
五
五
五
）
年
に
生
ま
れ
て
慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
に
亡
く
な
る
、
享
年
は
四
六
で
す
。

天
正
三
（
一
五
七
五
）
年
の
長
篠
の
戦
い
に
家
忠
は
出
陣
し
て
い
ま
す
が
、
鳶
巣
山
の
戦
い
で
父

親
の
伊
忠
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
家
督
を
相
続
し
、
家
康
の
も
と
で
、
あ
る
い
は
そ
の
間
に
徳
川

四
天
王
の
一
人
酒
井
忠
次
の
も
と
に
付
属
し
て
家
康
と
と
も
に
戦
場
に
臨
み
ま
す
。
そ
れ
と
と
も

に
家
忠
で
有
名
な
こ
と
は
城
普
請
に
従
事
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
技
術
に
長
け
て
い
た
の

家康を支えた一門・松平家忠とその時代（久保田）
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で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
し
か
に
『
家
忠
日
記
』
を
見
る
と
、
城
普
請
に
従
事
し
て

い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
深
溝
松
平
の
支
配
領
域
に
は
沼
や
川
が
多
く
、『
家
忠
日
記
』
に
も
出
て
き

ま
す
が
、
洪
水
な
ど
の
水
害
に
遭
い
や
す
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
普
請

の
技
術
を
深
溝
松
平
家
は
体
得
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
家
忠
は
関
東
に
転
封
し
た
と

き
に
忍
城
（
埼
玉
県
行
田
市
）
に
入
り
、そ
の
後
に
上
代
（
千
葉
県
旭
市
）・
小
見
川
（
同
香
取
市
）

へ
と
移
り
ま
す
が
、
あ
の
辺
り
は
ご
存
じ
の
よ
う
に
水
郷
地
帯
で
す
の
で
、
三
河
で
鍛
え
ら
れ
た

普
請
の
技
術
が
関
東
で
も
役
に
立
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
家
康
の
狙
い
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
伊
能
忠
敬
も
あ
の
辺
り
の
出
身
で
、
名
主
を
務
め

な
が
ら
必
要
な
土
木
技
術
を
学
ん
で
、
そ
し
て
江
戸
に
出
て
高
橋
至
時
に
師
事
し
て
測
量
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
地
理
的
な
も
の
や
生
活
環
境
が
生
ん
だ
技
術
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
松
平
家
忠
と
い
う
人
物
は
実
は
三
人
い
ま
す
。
松
平
氏
は
十
四
松
平
・
十
六
松
平
・
十
八
松
平

な
ど
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
地
名
を
と
っ
て
何
々
松
平
と
呼
ば
れ
ま
す
。『
家
忠
日
記
』
の
家
忠
は

深
溝
松
平
、
二
人
目
は
東
条
松
平
あ
る
い
は
青
野
松
平
、
三
人
目
は
形
原
松
平
で
す
。
三
人
と
も

同
じ
頃
に
活
躍
し
て
い
ま
す
か
ら
、同
じ
家
忠
ど
う
し
が
会
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
と
く
に
深
溝
松
平
家
忠
の
「
ち
い
は
」
と
い
う
妹
が
、
東
条
松
平
家
忠
（
甚
太
郎
）
に
嫁
い
で

い
ま
す
。
こ
の
甚
太
郎
は
天
正
九
（
一
五
八
一
）
年
一
一
月
一
日
に
亡
く
な
り
ま
す
が
、『
家
忠

日
記
』
の
天
正
九
年
一
一
月
一
日
に
「
東
城
（
条
）
松
平
甚
太
郎
死
去
候
」。
四
日
に
「
東
条
松
（
松

平
）
甚
太
郎
弔
ニ
越
候
」
と
あ
り
ま
す
の
で
、
早
速
家
忠
も
葬
儀
に
行
っ
て
い
ま
す
。
妹
の
夫
で

す
か
ら
義
理
の
弟
に
な
り
ま
す
。
一
四
日
「
甚
太
郎
死
去
付
而
、
東
条
よ
り
妹
引
越
候
」
と
い
う

こ
と
で
、妹
ち
い
は
が
一
〇
日
後
に
は
東
条
か
ら
実
家
に
戻
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
ち
い
は
は
、翌
々

年
の
天
正
一
一
年
一
二
月
八
日
に「
殿
様
去
四
日
ニ
駿
よ
り
御
帰
候
、東
条
妹
祝
言
之
事
申
来
候
」

と
あ
り
、
殿
様
と
い
う
の
は
家
康
で
、
家
康
が
四
日
に
駿
河
か
ら
浜
松
に
帰
っ
て
き
て
、
ち
い
は

が
再
婚
す
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
再
婚
先
は
武
田
旧
臣
の
跡
部
氏
の
跡
を
継
い
だ
跡
部

大
炊
助
昌
出
で
、
そ
こ
へ
再
婚
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
家
康
の
指
示
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　
そ
う
い
う
記
事
も
日
記
に
は
書
い
て
あ
り
ま
し
て
、普
請
と
か
戦
だ
け
で
は
な
く
、日
常
の
様
々

な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

三
、
深
溝
松
平
氏
と
徳
川
氏
（
松
平
宗
家
）・
江
戸
時
代

　
そ
も
そ
も
深
溝
松
平
は
、
十
四
松
平
・
十
六
松
平
、
十
八
松
平
と
か
い
い
ま
す
が
、
松
平
の
惣

家
か
ら
分
出
し
て
、
初
代
の
親
氏
か
ら
家
康
の
祖
父
清
康
あ
た
り
ま
で
の
間
に
庶
家
を
分
出
し
て

い
き
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
な
ん
で
す
ね
。
三
代
目
の
信
光
の
子
が
五
井
（
御
油
・
愛
知
県
蒲

郡
市
）
に
分
出
し
、
そ
の
系
統
か
ら
深
溝
（
愛
知
県
幸
田
町
）
に
も
松
平
が
分
出
し
て
ゆ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
深
溝
松
平
の
世
代
は
初
代
が
忠
景
（
忠
定
と
い
う
説
も
あ
り
）、
二
代
好
景
、
三

代
伊
忠
、
四
代
家
忠
、
五
代
忠
利
と
続
き
ま
す
。
実
は
好
景
か
ら
家
忠
ま
で
、
そ
し
て
家
忠
三
男

の
忠
一
も
戦
死
し
て
い
ま
す
。
二
代
好
景
は
永
禄
四
（
一
五
六
一
）
年
、
三
河
の
善
明
堤
（
愛
知

県
西
尾
市
）
で
戦
死
し
た
と
、深
溝
松
平
の
家
譜
に
は
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
『
家
忠
日
記
』

天
正
六
（
一
五
七
八
）
年
三
月
四
日
に
「
祖
父
大
炊
助
二
十
三
年
の
心
さ
し
候
」
と
出
て
き
ま
す
。

こ
れ
を
好
景
の
二
十
三
回
忌
と
解
釈
す
る
と
、
好
景
が
亡
く
な
っ
た
年
は
弘
治
二
（
一
五
五
六
）

年
ま
で
遡
り
ま
す
。
た
だ
そ
の
こ
と
は
深
溝
松
平
の
家
譜
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
手
掛
か

り
は
『
家
忠
日
記
』
に
な
り
ま
す
。
ど
ち
ら
を
信
用
す
る
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
仮
に
弘

治
二
年
に
好
景
が
亡
く
な
っ
た
の
だ
と
す
る
と
、
こ
の
年
に
は
善
明
堤
付
近
や
上
野
城
（
愛
知
県

豊
田
市
）
で
今
川
氏
と
織
田
・
吉
良
氏
が
戦
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
家
康
は
今
川
氏
の
庇
護
下
に

あ
り
、深
溝
松
平
も
今
川
方
と
し
て
戦
っ
て
い
ま
す
。
三
河
の
吉
良
氏
は
今
川
と
対
立
し
て
お
り
、

吉
良
は
信
長
と
組
ん
で
い
た
の
で
、
信
長
と
吉
良
共
通
の
敵
が
今
川
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
家
康
の
も
と
で
家
忠
の
祖
父
好
景
は
織
田
軍
と
戦
っ
て
戦
死
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
う
い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す
の
で
、
近
世
に
は
家
康
が
信
長
と
戦
っ
た
と
い
う
こ
と
を
記
す
の
は

憚
ら
れ
、
今
川
義
元
の
亡
く
な
っ
た
後
の
永
禄
四
年
の
戦
い
に
し
た
と
い
う
解
釈
も
成
り
立
つ
の

で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
仮
説
で
す
が
、
今
後
の
課
題
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
三
代
伊
忠
は
三
河
の
長
篠
（
鳶
巣
山
）
で
戦
死
し
ま
す
。
そ
れ
を
継
い
だ
家
忠
は
、
関
ヶ
原
の

直
前
の
伏
見
城
の
籠
城
戦
で
、
小
早
川
秀
秋
・
毛
利
輝
元
・
石
田
三
成
ら
の
大
軍
に
囲
ま
れ
て
、

七
月
か
ら
籠
城
し
て
八
月
一
日
に
亡
く
な
り
ま
す
。
京
都
の
三
十
三
間
堂
の
向
か
い
側
に
、
淀
殿

家康を支えた一門・松平家忠とその時代（久保田）
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者
と
い
っ
た
人
た
ち
と
の
交
流
。
日
常
生
活
の
様
々
な
内
容
の
中
に
は
年
中
行
事
、
日
待
信
仰
や

雨
乞
い
な
ど
も
出
て
き
ま
す
。
文
化
・
芸
能
で
は
、
連
歌
を
能
く
し
古
典
を
嗜
み
、
幸
若
舞
・
能
・

猿
楽
の
鑑
賞
、
そ
れ
に
加
え
て
茶
の
湯
な
ど
、
機
会
ご
と
に
季
節
ご
と
に
非
常
に
豊
か
で
す
。

　
そ
れ
と
と
も
に
『
家
忠
日
記
』
で
目
立
つ
の
は
贈
答
と
持
て
成
し
で
す
。『
家
忠
日
記
』
で
「
越

候
」
と
よ
く
出
て
き
ま
す
。
人
が
来
る
場
合
に
は
普
通
は
「
被
越
候
」
と
使
い
ま
す
が
、『
家
忠

日
記
』
で
は
相
手
が
来
る
と
き
も
、
こ
ち
ら
か
ら
行
く
と
き
も
「
越
候
」
と
書
か
れ
ま
す
。
で
す

か
ら
文
章
を
読
ん
で
判
断
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
家
忠
も
い
ろ
ん
な
人
の
所
に

呼
ば
れ
て
御
馳
走
に
な
っ
た
り
、
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
来
る
の
を
家
忠
が
持
て
成
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
贈
答
で
す
。
上
は
家
康
か
ら
物
を
も
ら
っ
た
り
、
あ
る
い
は
上
司
の
酒
井
忠
次
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
り
、
身
内
に
贈
り
物
を
し
た
り
、
他
の
同
僚
に
贈
り
物
を
し
た
り
、
も
ら
っ
た
り
な

ど
、
こ
う
し
た
記
事
が
非
常
に
多
い
で
す
。

　
贈
答
と
持
て
成
し
と
い
う
と
、
今
は
あ
ま
り
良
い
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
で
す
よ
ね
。
贈
答
は
お
断

り
し
ま
す
。
あ
ま
り
持
て
成
し
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
な
ど
と
。
来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
「
お

も
て
な
し
」
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
が
、や
は
り
贈
答
と
持
て
成
し
と
い
う
の
が
社
会
で
の
、人
々

と
の
関
係
を
つ
な
ぐ
非
常
に
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
今
で
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
あ
ま
り
出
過
ぎ
る
と
い
け
な
い
、
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
贈
答
と
持
て
成

し
の
あ
り
方
を
『
家
忠
日
記
』
の
世
界
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
菩
提
寺
で
あ
る
本
光
寺
と
の
つ
な
が
り
で
す
。
本
光
寺
は
深
溝
に
あ
っ
て
、
家
康
が

関
東
に
転
封
し
た
と
き
に
家
忠
も
忍
に
行
き
ま
す
が
、
そ
の
と
き
に
本
光
寺
を
忍
に
移
す
わ
け
で

す
。
今
は
忍
に
は
な
い
の
で
す
が
、『
家
忠
日
記
』
に
は
忍
に
い
る
間
に
本
光
寺
が
出
て
き
ま
す

の
で
、
行
田
に
も
本
光
寺
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
上
代
や
小
見
川
に

も
本
光
寺
は
あ
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
深
溝
松
平
は
そ
れ
か
ら
福
知
山
、
島
原
、
宇
都
宮
そ
し
て
ま

た
島
原
と
移
り
ま
す
が
、
島
原
に
も
本
光
寺
は
あ
り
ま
す
。
家
忠
は
本
光
寺
と
熱
心
に
い
ろ
い
ろ

な
関
係
を
持
ち
ま
す
。
先
祖
の
供
養
、
住
職
か
ら
の
話
を
聞
く
、
坐
禅
を
す
る
。
そ
う
い
う
こ
と

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
川
狩
り
、
鷹
狩
り
な
ど
の
狩
猟
を
し
て
い
ま
す
。
深
溝
松
平
の
所
領
は
池
や
川
も
多

い
で
す
か
ら
、
そ
こ
で
魚
を
獲
り
ま
す
。
鯉
は
何
本
と
数
え
、
鮒
は
何
枚
と
数
え
る
と
い
う
の
も
、

『
家
忠
日
記
』
か
ら
私
も
習
い
ま
し
た
。

　
非
日
常
生
活
で
い
え
ば
、
や
は
り
戦
国
の
世
と
い
う
こ
と
で
軍
事
行
動
で
す
。
出
陣
・
普
請
・

城
攻
め
・
刈
田
働
き
（
収
穫
前
に
稲
を
刈
っ
て
し
ま
う
こ
と
）
な
ど
の
行
為
を
『
家
忠
日
記
』
か

ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
護
衛
で
す
。
例
え
ば
秀
吉
の
妹
の
旭
姫
が
、
大
坂
か

ら
家
康
の
も
と
に
嫁
い
で
来
た
と
き
に
は
、
家
忠
は
旭
姫
を
迎
え
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
秀
吉

の
母
の
大
政
所
が
、
秀
吉
が
家
康
を
呼
び
つ
け
て
、
そ
の
代
わ
り
に
大
政
所
を
岡
崎
に
遣
わ
す
わ

け
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
家
忠
は
迎
え
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
家
忠
は
旭
姫
や
大
政
所
の
顔

を
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
家
忠
は
こ
う
い
っ
た
様
々
な
出
来
事
を
実
に
淡
々
と
簡
潔
に

書
き
記
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

六
、
家
忠
と
本
光
寺

　『
家
忠
日
記
』
に
は
「
会
下
」（
え
げ
・
え
か
）
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
本

光
寺
で
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
家
忠
は
本
光
寺
へ
足
繁
く
訪
れ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た

よ
う
に
、
修
門
の
場
で
あ
り
、
寺
で
は
先
祖
供
養
や
施
餓
鬼
な
ど
も
行
わ
れ
、
亡
く
な
っ
た
家
族

や
戦
死
し
た
被
官
た
ち
を
弔
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
日
記
の
最
後
の
方
、
文
禄

元
（
一
五
九
二
）
年
で
す
か
ら
、
家
忠
は
上
代
に
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
あ
っ
た
本
光
寺
に
家
忠
が

出
か
け
た
と
き
に
、「
法
門
候
」「
法
門
聞
ニ
越
候
」
と
い
っ
た
文
言
が
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
住

職
の
説
法
を
聞
き
に
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
も
精
神
修
養
で
し
ょ
う
ね
。
ま
た
「
僧

た
ゝ
か
れ
候
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
僧
が
た
た
か
れ
て
い
る
の
を
見
て
い
た
、
と
い
う
の
で

は
な
く
、
僧
か
ら
た
た
か
れ
た
と
解
釈
す
べ
き
で
す
ね
。
本
光
寺
は
ご
存
じ
の
と
お
り
曹
洞
禅
宗

で
す
か
ら
、
坐
禅
を
組
ん
で
修
養
を
重
ね
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
わ
け
で
す
。

七
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
入
手

　『
家
忠
日
記
』
は
内
容
が
豊
か
と
い
う
こ
と
に
関
わ
っ
て
、
家
忠
は
実
に
様
々
な
情
報
を
入
手

し
て
い
ま
す
。
上
は
家
康
か
ら
、
岡
崎
・
浜
松
・
駿
府
・
江
戸
と
い
う
所
か
ら
情
報
が
入
っ
て
き

家康を支えた一門・松平家忠とその時代（久保田）
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が
父
親
の
浅
井
長
政
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
建
て
た
養
源
院
と
い
う
お
寺
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
の

天
井
は
「
血
天
井
」
と
い
っ
て
、
伏
見
城
で
戦
死
し
た
鳥
居
元
忠
た
ち
の
血
痕
が
付
い
た
床
を
天

井
に
使
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
忠
の
長
男
忠
利
は
父
親
が
戦
死
し
た
後
、
関
ヶ
原
に
行
こ
う
と
し
ま
す
が
、
そ
の
と
き
忠
利

の
い
た
小
見
川
の
北
に
は
佐
竹
氏
も
い
ま
す
か
ら
、
そ
ち
ら
の
守
り
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
大
坂
夏
の
陣
の
と
き
に
忠
利
の
弟
忠
一
は
、
こ
の
戦
い
が
終
わ
っ
た
ら
平
和
が
来
る
の
で
最
後

の
奉
公
と
な
る
と
い
っ
て
軍
規
を
破
っ
て
先
陣
を
駆
け
て
戦
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
戦
死
が

軍
法
違
反
だ
と
い
う
こ
と
で
、
忠
一
の
戦
死
は
評
価
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
四
代
続

い
た
戦
死
と
い
う
の
が
深
溝
松
平
に
と
っ
て
は
、
徳
川
に
対
す
る
大
き
な
忠
誠
と
い
う
こ
と
で
、

一
つ
の
家
風
と
し
て
江
戸
時
代
を
通
じ
て
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
深
溝
松
平
氏
に
つ
き
ま
し
て
は
、
家
忠
は
忍
・
上
代
・
小
見
川
、
次
の
忠
利
（
五

代
）
は
三
河
深
溝
に
戻
り
ま
す
が
、
そ
の
後
三
河
吉
田
（
愛
知
県
豊
橋
市
）
に
移
り
ま
す
。
次
の

忠
房
（
六
代
）
が
三
河
刈
谷
（
同
刈
谷
市
）・
丹
波
福
知
山
（
京
都
府
福
知
山
市
）、
そ
し
て
寛
文

九
（
一
六
六
九
）
年
に
肥
前
島
原
（
長
崎
県
島
原
市
）
へ
と
移
り
、
島
原
藩
初
代
藩
主
と
な
り
ま

す
。

　
忠
房
は
、広
く
貴
重
本
を
蒐
集
し
て
現
在
の
肥
前
島
原
松
平
文
庫
の
原
形
を
作
っ
た
人
物
で
す
。

そ
し
て
忠
房
と
同
じ
家
忠
の
孫
の
忠
冬
も
、寛
永
元（
一
六
二
四
）年
か
ら
元
禄
一
五（
一
七
〇
二
）

年
に
か
け
て
、有
名
な
『
家
忠
日
記
増
補
追
加
』、あ
る
い
は
二
代
将
軍
秀
忠
の
事
績
録
で
あ
る
『
東

武
実
録
』
な
ど
も
編
集
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
藩
主
は
し
ば
ら
く
島
原
で
続
き
ま
す
が
、
忠
祗
（
一
〇
代
・
島
原
藩
五
代
）
の
寛
延
二

（
一
七
四
九
）
年
に
下
野
宇
都
宮
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
に
行
き
、
二
五
年
く
ら
い
い
ま
す
が
、

一
揆
が
起
こ
っ
た
り
水
害
に
遭
っ
た
り
深
溝
松
平
は
散
々
で
し
た
。
次
の
忠
恕
（
一
一
代
・
島
原

藩
六
代
）
の
と
き
に
島
原
に
戻
っ
て
き
ま
す
。
次
の
忠
馮
（
一
二
代
・
島
原
藩
七
代
）
の
時
代
に
、

一
一
代
将
軍
家
斉
へ
の
『
家
忠
日
記
』
の
上
覧
が
あ
り
ま
し
た
。
家
斉
か
ら
は
「
こ
れ
は
大
事
な

の
で
家
宝
と
し
て
大
切
に
し
な
さ
い
」
と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
そ
の
覚
書
き
が
『
家
忠
日
記
』

と
と
も
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

四
、『
家
忠
日
記
』
に
登
場
す
る
人
々

　『
家
忠
日
記
』
に
初
め
て
家
康
が
登
場
す
る
の
は
、
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
一
〇
月
二
二
日

で
す
。「
浜
松
普
請
候
、
家
康
馬
伏
塚
よ
り
浜
松
御
帰
陣
候
」。
馬
伏
塚
（
静
岡
県
袋
井
市
）
と
い

う
の
は
家
康
の
高
天
神
城
（
同
掛
川
市
）
に
対
峙
す
る
城
で
、
そ
こ
か
ら
浜
松
に
帰
っ
て
き
た
わ

け
で
す
。
そ
の
記
事
が
現
在
残
っ
て
い
る
『
家
忠
日
記
』
の
記
事
の
中
で
は
最
初
と
な
り
ま
す
。

　『
家
忠
日
記
』
に
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
登
場
す
る
か
と
い
う
と
、
こ
れ
も
正
確
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
だ
い
た
い
七
〇
〇
人
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
い
ろ
ん
な
人
が
登
場
し
ま
す
。
家
康
・
信
長
・

秀
吉
は
も
ち
ろ
ん
、
松
平
一
族
、
家
忠
の
家
族
、
家
康
の
家
臣
団
、
三
河
国
衆
、
遠
江
衆
、
戦
国

大
名
で
は
武
田
・
北
条
・
今
川
。
今
川
は
滅
ん
で
い
ま
す
が
氏
真
が
生
き
て
い
ま
す
。『
家
忠
日
記
』

に
は
氏
真
と
思
わ
れ
る
人
物
の
似
顔
絵
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
織
田
一
族
、
文
化
人
と

し
て
の
連
歌
師
、
僧
侶
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸
能
民
な
ど
。
た
だ
農
民
は
ほ
と
ん
ど
登
場
し
ま
せ
ん
。

「
何
々
の
者
」
と
い
う
よ
う
に
出
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
が
農
民
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
農
民

が
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
の
が
『
家
忠
日
記
』
の
特
徴
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
農
民
と
の
関
係

を
家
忠
は
積
極
的
に
持
と
う
と
し
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
日
常
の
こ
と
だ
か
ら
メ
モ
す
る
必

要
が
な
い
と
考
え
た
の
か
、
そ
の
辺
り
は
わ
か
り
せ
ん
が
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
も
今
後
の
研
究
課

題
だ
と
思
い
ま
す
。

五
、『
家
忠
日
記
』
の
内
容

　
肝
心
な
『
家
忠
日
記
』
の
内
容
で
す
が
、
家
忠
の
日
常
と
非
日
常
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
一
番

大
事
な
の
は
家
康
の
動
向
で
す
。
家
康
が
ど
こ
に
い
る
か
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
た
か
、
そ

の
行
動
を
家
忠
は
チ
ェ
ッ
ク
す
る
ん
で
す
ね
。
深
溝
松
平
氏
の
家
忠
は
、
家
康
の
一
門
で
あ
り
、

家
臣
で
す
か
ら
、
や
は
り
主
人
家
康
の
動
向
が
ま
ず
第
一
で
あ
る
と
。
で
す
か
ら
家
康
の
登
場
は

多
い
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
日
々
の
生
活
で
す
。
家
族
・
親
類
・
松
平
家
臣
（
上
司
・
同
僚
）・
文
化
人
・
宗
教

家康を支えた一門・松平家忠とその時代（久保田）
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者
と
い
っ
た
人
た
ち
と
の
交
流
。
日
常
生
活
の
様
々
な
内
容
の
中
に
は
年
中
行
事
、
日
待
信
仰
や

雨
乞
い
な
ど
も
出
て
き
ま
す
。
文
化
・
芸
能
で
は
、
連
歌
を
能
く
し
古
典
を
嗜
み
、
幸
若
舞
・
能
・

猿
楽
の
鑑
賞
、
そ
れ
に
加
え
て
茶
の
湯
な
ど
、
機
会
ご
と
に
季
節
ご
と
に
非
常
に
豊
か
で
す
。

　
そ
れ
と
と
も
に
『
家
忠
日
記
』
で
目
立
つ
の
は
贈
答
と
持
て
成
し
で
す
。『
家
忠
日
記
』
で
「
越

候
」
と
よ
く
出
て
き
ま
す
。
人
が
来
る
場
合
に
は
普
通
は
「
被
越
候
」
と
使
い
ま
す
が
、『
家
忠

日
記
』
で
は
相
手
が
来
る
と
き
も
、
こ
ち
ら
か
ら
行
く
と
き
も
「
越
候
」
と
書
か
れ
ま
す
。
で
す

か
ら
文
章
を
読
ん
で
判
断
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
家
忠
も
い
ろ
ん
な
人
の
所
に

呼
ば
れ
て
御
馳
走
に
な
っ
た
り
、
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
来
る
の
を
家
忠
が
持
て
成
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
贈
答
で
す
。
上
は
家
康
か
ら
物
を
も
ら
っ
た
り
、
あ
る
い
は
上
司
の
酒
井
忠
次
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
り
、
身
内
に
贈
り
物
を
し
た
り
、
他
の
同
僚
に
贈
り
物
を
し
た
り
、
も
ら
っ
た
り
な

ど
、
こ
う
し
た
記
事
が
非
常
に
多
い
で
す
。

　
贈
答
と
持
て
成
し
と
い
う
と
、
今
は
あ
ま
り
良
い
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
で
す
よ
ね
。
贈
答
は
お
断

り
し
ま
す
。
あ
ま
り
持
て
成
し
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
な
ど
と
。
来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
「
お

も
て
な
し
」
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
が
、や
は
り
贈
答
と
持
て
成
し
と
い
う
の
が
社
会
で
の
、人
々

と
の
関
係
を
つ
な
ぐ
非
常
に
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
今
で
も
そ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
あ
ま
り
出
過
ぎ
る
と
い
け
な
い
、
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
贈
答
と
持
て
成

し
の
あ
り
方
を
『
家
忠
日
記
』
の
世
界
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
菩
提
寺
で
あ
る
本
光
寺
と
の
つ
な
が
り
で
す
。
本
光
寺
は
深
溝
に
あ
っ
て
、
家
康
が

関
東
に
転
封
し
た
と
き
に
家
忠
も
忍
に
行
き
ま
す
が
、
そ
の
と
き
に
本
光
寺
を
忍
に
移
す
わ
け
で

す
。
今
は
忍
に
は
な
い
の
で
す
が
、『
家
忠
日
記
』
に
は
忍
に
い
る
間
に
本
光
寺
が
出
て
き
ま
す

の
で
、
行
田
に
も
本
光
寺
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
上
代
や
小
見
川
に

も
本
光
寺
は
あ
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
深
溝
松
平
は
そ
れ
か
ら
福
知
山
、
島
原
、
宇
都
宮
そ
し
て
ま

た
島
原
と
移
り
ま
す
が
、
島
原
に
も
本
光
寺
は
あ
り
ま
す
。
家
忠
は
本
光
寺
と
熱
心
に
い
ろ
い
ろ

な
関
係
を
持
ち
ま
す
。
先
祖
の
供
養
、
住
職
か
ら
の
話
を
聞
く
、
坐
禅
を
す
る
。
そ
う
い
う
こ
と

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
川
狩
り
、
鷹
狩
り
な
ど
の
狩
猟
を
し
て
い
ま
す
。
深
溝
松
平
の
所
領
は
池
や
川
も
多

い
で
す
か
ら
、
そ
こ
で
魚
を
獲
り
ま
す
。
鯉
は
何
本
と
数
え
、
鮒
は
何
枚
と
数
え
る
と
い
う
の
も
、

『
家
忠
日
記
』
か
ら
私
も
習
い
ま
し
た
。

　
非
日
常
生
活
で
い
え
ば
、
や
は
り
戦
国
の
世
と
い
う
こ
と
で
軍
事
行
動
で
す
。
出
陣
・
普
請
・

城
攻
め
・
刈
田
働
き
（
収
穫
前
に
稲
を
刈
っ
て
し
ま
う
こ
と
）
な
ど
の
行
為
を
『
家
忠
日
記
』
か

ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
護
衛
で
す
。
例
え
ば
秀
吉
の
妹
の
旭
姫
が
、
大
坂
か

ら
家
康
の
も
と
に
嫁
い
で
来
た
と
き
に
は
、
家
忠
は
旭
姫
を
迎
え
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
秀
吉

の
母
の
大
政
所
が
、
秀
吉
が
家
康
を
呼
び
つ
け
て
、
そ
の
代
わ
り
に
大
政
所
を
岡
崎
に
遣
わ
す
わ

け
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
家
忠
は
迎
え
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
家
忠
は
旭
姫
や
大
政
所
の
顔

を
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
家
忠
は
こ
う
い
っ
た
様
々
な
出
来
事
を
実
に
淡
々
と
簡
潔
に

書
き
記
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

六
、
家
忠
と
本
光
寺

　『
家
忠
日
記
』
に
は
「
会
下
」（
え
げ
・
え
か
）
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
本

光
寺
で
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
家
忠
は
本
光
寺
へ
足
繁
く
訪
れ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た

よ
う
に
、
修
門
の
場
で
あ
り
、
寺
で
は
先
祖
供
養
や
施
餓
鬼
な
ど
も
行
わ
れ
、
亡
く
な
っ
た
家
族

や
戦
死
し
た
被
官
た
ち
を
弔
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
日
記
の
最
後
の
方
、
文
禄

元
（
一
五
九
二
）
年
で
す
か
ら
、
家
忠
は
上
代
に
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
あ
っ
た
本
光
寺
に
家
忠
が

出
か
け
た
と
き
に
、「
法
門
候
」「
法
門
聞
ニ
越
候
」
と
い
っ
た
文
言
が
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
住

職
の
説
法
を
聞
き
に
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
も
精
神
修
養
で
し
ょ
う
ね
。
ま
た
「
僧

た
ゝ
か
れ
候
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
僧
が
た
た
か
れ
て
い
る
の
を
見
て
い
た
、
と
い
う
の
で

は
な
く
、
僧
か
ら
た
た
か
れ
た
と
解
釈
す
べ
き
で
す
ね
。
本
光
寺
は
ご
存
じ
の
と
お
り
曹
洞
禅
宗

で
す
か
ら
、
坐
禅
を
組
ん
で
修
養
を
重
ね
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
わ
け
で
す
。

七
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
入
手

　『
家
忠
日
記
』
は
内
容
が
豊
か
と
い
う
こ
と
に
関
わ
っ
て
、
家
忠
は
実
に
様
々
な
情
報
を
入
手

し
て
い
ま
す
。
上
は
家
康
か
ら
、
岡
崎
・
浜
松
・
駿
府
・
江
戸
と
い
う
所
か
ら
情
報
が
入
っ
て
き

家康を支えた一門・松平家忠とその時代（久保田）
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と
も
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
史
料
的
価
値
が
非
常
に
高
い
と
い
え
ま
す
。

九
、『
家
忠
日
記
』
に
み
る
家
康
と
忠
次
と
家
忠

　
次
に
ご
紹
介
す
る
の
は
酒
井
忠
次
で
す
。
忠
次
は
本
多
忠
勝
・
榊
原
康
政
・
井
伊
直
政
と
と
も

に
い
わ
ゆ
る
徳
川
四
天
王
の
一
人
で
、
そ
の
筆
頭
で
す
。『
家
忠
日
記
』
に
は
家
康
の
記
事
も
多

い
の
で
す
が
、
忠
次
の
記
事
も
七
四
回
と
多
い
。
何
故
か
と
い
い
ま
す
と
、
家
康
家
臣
の
筆
頭
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
東
三
河
の
国
衆
を
統
括
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
家
忠
の
上
司

が
酒
井
忠
次
で
、
そ
の
上
に
家
康
が
い
る
わ
け
で
す
。
家
康
の
命
令
が
酒
井
に
来
て
、
酒
井
が
三

河
の
他
の
松
平
氏
な
ど
も
含
め
て
、
三
河
の
国
衆
に
対
し
て
命
令
す
る
。
日
記
に
は
命
令
が
来
る

と
「
申
来
候
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
従
っ
て
、
家
忠
は
動
い
て
い
き
ま
す
。
で
す
か
ら

家
忠
に
と
っ
て
、
家
康
の
動
向
も
大
事
で
す
が
、
そ
の
次
に
大
事
な
の
は
上
司
で
あ
る
酒
井
忠
次

と
な
り
ま
す
。「
酒
左
（
酒
井
左
衛
門
尉
忠
次
）
よ
り
申
来
候
」
と
い
う
よ
う
に
、忠
次
か
ら
家
忠
・

他
の
三
河
国
衆
へ
の
指
示
・
命
令
が
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
家
康
か
ら
の
命
令
が
直
接
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
家
康
か
ら
と
、
家
康
の
命
を
受

け
た
忠
次
か
ら
の
指
示
、
こ
れ
に
よ
っ
て
動
い
て
い
ま
す
。
特
に
多
い
の
が
軍
事
行
動
で
す
。
戦

国
大
名
の
家
臣
と
し
て
は
当
然
の
公
的
な
関
係
で
す
。
で
す
か
ら
大
名
家
康
―
旗
頭
忠
次
―
衆
頭

の
家
忠
と
い
う
よ
う
に
、
忠
次
の
任
務
は
国
衆
に
指
示
を
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
指
示
を
受
け

て
家
忠
は
動
い
て
い
く
。『
家
忠
日
記
』
を
読
ん
で
い
る
中
で
、
徳
川
氏
の
軍
事
編
成
と
い
う
も

の
が
貫
徹
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
非
常
に
細
か
い
指
示
が
出
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
付
き
合
い
と
い
う
こ
と
も
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
忠
次
と
家
忠
の
関
係

と
い
う
の
は
、
旗
頭
か
ら
衆
頭
へ
と
い
っ
た
軍
事
的
な
関
係
、
公
的
な
関
係
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
忠
次
か
ら
能
に
呼
ば
れ
た
り
、
日
待
ち
・
月
待
ち
の
信
仰
に
呼
ば
れ
て
一
つ
の
部
屋

に
忠
次
と
家
忠
が
一
晩
過
ご
す
こ
と
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
家
忠
が
忠
次
の
小
姓
衆
を

振
る
舞
っ
た
り
す
る
。
あ
る
い
は
忠
次
か
ら
菟
を
も
ら
う
。
忠
次
の
指
示
を
受
け
た
者
か
ら
弓
法

を
習
っ
た
り
す
る
。
忠
次
の
子
息
家
次
が
結
婚
す
る
と
祝
言
に
駆
け
付
け
る
。
家
次
か
ら
家
忠
は

鷹
を
も
ら
い
、
そ
の
お
礼
に
出
か
け
て
行
く
。
忠
次
は
家
忠
の
上
司
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
軍
事
編

成
を
超
え
た
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
親
密
な
交
流
・
関
係
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
封
建
的

な
主
従
関
係
と
い
う
公
的
な
関
係
で
は
な
く
て
、
私
的
な
関
係
で
す
が
、
公
的
な
関
係
を
私
的
な

関
係
が
補
強
し
て
い
く
。
戦
国
大
名
の
権
力
構
造
と
い
い
ま
す
と
、
寄
親
寄
子
制
と
か
、
知
行
を

安
堵
さ
れ
て
軍
役
を
務
め
る
と
い
う
よ
う
な
公
的
な
関
係
で
説
明
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
て
、
日
常
の
細
か
な
付
き
合
い
、
つ
ま
り
私
的
な
日
常
関
係
が
公
的
な
関
係
、
こ
こ
で
は
封

建
的
主
従
制
を
い
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
補
強
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
い
え
ま
す
。
そ
う
し
た
戦

国
大
名
の
権
力
構
造
の
一
面
を
日
記
の
中
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、
日

記
を
読
ん
で
い
て
そ
ん
な
感
想
を
持
ち
ま
し
た
。

　
先
ほ
ど
酒
井
忠
次
が
い
わ
ゆ
る
四
天
王
と
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
代
に
四
天
王
と

い
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
に
関
連
し
て
興
味
深
い
記
事
を
見
か
け

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
天
正
一
四
（
一
五
八
六
）
年
四
月
で
す
。
秀
吉
は
家
康
を
京
都
・

大
坂
に
や
っ
て
来
さ
せ
て
、
自
分
に
対
し
て
臣
下
の
礼
を
と
ら
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
家
康

は
じ
ら
し
て
な
か
な
か
出
か
け
て
行
か
な
い
。
そ
れ
で
秀
吉
は
自
分
の
妹
旭
を
離
婚
さ
せ
て
家
康

に
嫁
が
せ
ま
す
。
そ
れ
で
も
家
康
は
上
洛
し
な
い
の
で
、
大
政
所
を
岡
崎
へ
差
し
向
け
ま
す
。
こ

れ
で
家
康
は
や
っ
と
秀
吉
の
も
と
に
挨
拶
に
行
き
ま
す
。
大
河
ド
ラ
マ
で
秀
吉
が
家
康
の
手
を
取

る
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
記
事
は
『
家
忠
日
記
』
に
あ
り
ま
し
て
、
ド
ラ
マ
の
こ
の
シ
ー

ン
は
お
そ
ら
く
こ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　『
家
忠
日
記
』
に
は
、
旭
姫
が
嫁
ぐ
前
の
天
正
一
四
年
四
月
一
九
日
に
こ
う
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
又
よ
し
た
へ
御
祝
言
之
儀
聞
合
ニ
人
を
つ
か
ハ
し
候
、
廿
八
日
之
御
祝
言
少
相
延
候
由
申
来
候
、

延
候
い
は
れ
ハ
、
御
初
い
れ
に
天
野
三
郎
兵
衛
を
御
つ
か
ハ
し
候
、
秀
吉
無
御
存
知
仁
に
て
候
由

に
て
、
腹
立
に
て
候
由
候
、
酒
井
左
衛
門
尉
歟
、
其
外
本
田
平
八
郎
、
榊
原
小
平
太
か
越
候
ハ
ぬ

と
の
儀
に
て
候
、其
分
申
候
て
、上
よ
り
小
栗
大
六
、尾
州
よ
り
ひ
ち
か
た
彦
三
郎
被
越
候
由
候
」。

家
康
と
旭
姫
の
婚
儀
の
こ
と
に
つ
い
て
、
最
初
に
旭
姫
を
迎
え
に
行
っ
た
の
が
天
野
三
郎
景
能

だ
っ
た
の
で
す
が
、
秀
吉
は
天
野
の
こ
と
は
知
ら
な
い
と
腹
を
立
て
、
酒
井
忠
次
か
そ
の
ほ
か
で

は
本
多
忠
勝
か
榊
原
康
政
が
来
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
伝
え
に
上
方

か
ら
小
栗
大
六
（
重
常
・
家
康
家
臣
）・
尾
州
か
ら
土
方
彦
三
郎
（
雄
久
・
織
田
信
雄
家
臣
）
が
や
っ

て
き
た
と
あ
り
ま
す
。
本
文
の
上
の
余
白
に
記
さ
れ
た
頭
書
に
は
、「
殿
様
ハ
い
ろ
〳
〵
六
ヶ
敷

家康を支えた一門・松平家忠とその時代（久保田）
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ま
す
。
上
司
と
し
て
の
酒
井
忠
次
、
同
僚
の
家
康
の
家
臣
、
竹
谷
松
平
・
水
野
氏
・
鵜
殿
氏
な
ど

の
一
族
か
ら
も
情
報
が
入
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
自
身
の
体
験
。
そ
れ
ぞ
れ
が
簡
潔
に
書
か
れ

て
い
ま
す
。
先
程
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
特
に
家
康
と
関
わ
る
政
治
情
勢
は
積
極
的
に
入
手

し
て
記
載
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
『
家
忠
日
記
』
を
読
ん
で
い
て
、
天
正
七
（
一
五
七
九
）
年
の
信
康
事
件
（
家
康
嫡
男
の

信
康
が
自
刃
し
た
事
件
）
に
つ
い
て
は
、
記
事
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
信
康
が
切
腹
し
た
こ

と
に
つ
い
て
も
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。
信
康
は
謀
反
を
疑
わ
れ
た
り
な
ど
の
行
動
が
あ
る
わ
け
で

す
が
、
そ
の
間
に
は
家
康
の
正
室
築
山
殿
（
信
康
実
母
）
か
ら
家
忠
に
手
紙
が
来
た
り
、
信
康
も

家
忠
を
訪
ね
て
来
た
り
と
い
う
こ
と
で
、
家
忠
も
微
妙
な
立
場
と
い
う
か
、
こ
れ
は
家
忠
だ
け
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
日
記
に
書
い
て
あ
る
か
ら
家
忠
と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
他
の
家

臣
の
所
に
も
信
康
や
築
山
殿
は
手
紙
を
出
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
家

康
と
息
子
の
信
康
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
家
忠
は
ほ
と
ん
ど
記
事
を
書
い
て
い
ま
せ
ん
。
忘
備
の

た
め
の
日
記
で
は
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
所
は
書
か
な
い
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

八
、『
家
忠
日
記
』
を
読
む
―
日
記
の
持
つ
連
続
性
―

　『
家
忠
日
記
』
の
持
つ
連
続
性
と
い
う
こ
と
で
、
天
正
一
八
（
一
五
九
〇
）
年
の
小
田
原
攻
め

の
記
事
を
紹
介
し
ま
す
。
秀
吉
は
惣
無
事
に
違
反
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
北
条
氏
の
討
伐
を
行
う

わ
け
で
す
が
、『
家
忠
日
記
』
を
見
る
と
、天
正
一
八
年
一
月
二
一
日
に
「
吉
田
（
愛
知
県
豊
橋
市
）

よ
り
来
朔
日
ニ
東
筋
出
陣
へ
之
由
申
来
候
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
頃
家
康
に
関
東
出
陣
の
命

令
が
下
り
、
家
忠
も
家
康
に
つ
い
て
東
海
道
を
下
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
二
月
二
五
日
に
家
康
は

す
で
に
沼
津
に
着
い
て
秀
吉
を
待
ち
ま
す
。
家
忠
も
待
つ
わ
け
で
す
が
、
三
月
二
七
日
に
「
関
白

様
沼
津
迄
御
成
候
」
と
あ
り
秀
吉
は
沼
津
に
到
着
し
ま
す
。
そ
し
て
二
九
日
に
は
「
山
中
筋
を
し

こ
ま
せ
ら
れ
候
、
山
中
城
中
納
言
（
羽
柴
秀
次
）
殿
衆
の
り
く
つ
し
候
」
と
あ
り
、
三
島
（
静
岡

県
）
の
山
中
城
が
落
ち
て
い
ま
す
。
ま
た
『
家
忠
日
記
』
に
は
出
て
き
ま
せ
ん
が
、
四
月
五
日
に

は
秀
吉
は
箱
根
の
早
雲
寺
に
陣
を
取
り
ま
す
。

　『
家
忠
日
記
』
に
は
そ
の
前
日
の
四
月
四
日
に
「
城
ち
か
く
陣
取
候
」
と
あ
り
、
四
月
七
日
か

ら
五
月
の
は
じ
め
ま
で
「
同
普
請
候
」
と
、
家
忠
は
連
続
し
て
普
請
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
家
康
の
陣
場
、
つ
ま
り
陣
城
を
造
っ
て
い
ま
す
。
小
田
原
市
内
の
寿
町
、
酒
匂
川
の
右
岸
で
す

が
、
家
康
が
陣
を
取
っ
た
今
井
陣
場
と
い
う
所
が
あ
り
ま
す
。
柳
川
家
の
屋
敷
が
あ
り
東
照
宮
も

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
東
西
約
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
土
塁

と
塀
で
囲
ん
だ
陣
地
を
構
築
し
ま
す
。
そ
れ
に
家
忠
も
関
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
六
月
に
な
る
と
二
四
日
に
「
八
王
子
の
城
責
崩
候
由
御
注
進
候
」
と
、
八
王
子
の
城
が
落
ち
た

と
い
う
こ
と
が
注
進
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
二
六
日
に
「
関
白
様
石
か
け
の
御
城

へ
御
う
つ
り
候
」
と
、
秀
吉
が
「
石
か
け
」（
＝
石
垣
山
）
の
城
に
移
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
七

月
五
日
「
小
口
番
ニ
越
候
、
氏
直
内
府
（
家
康
）
様
内
衆
羽
柴
下
総
（
滝
川
雄
利
）
陣
所
ニ
走
入

被
成
候
而
、
関
白
様
へ
御
侘
言
候
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
氏
直
が
城
か
ら
出
て
秀
吉
の
所
に
謝
罪

に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
次
の
六
日
に
「
城
中
へ
関
白
様
小
性
衆
弐
人
、
此
方
ニ
而

ハ
榊
原
式
部
大
輔（
康
政
）城
う
け
と
り
に
こ
さ
れ
候
」、七
日
に「
城
中
関
東
衆
皆
々
御
出
し
候
」、

こ
れ
で
北
条
側
の
城
を
守
っ
て
い
る
人
た
ち
が
小
田
原
城
か
ら
出
て
き
た
。
八
日
・
九
日
に
は「
地

下
人
出
候
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
一
般
の
人
た
ち
も
城
に
こ
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

一
〇
日
に
「
殿
様
（
家
康
）
城
へ
御
う
つ
り
候
、
城
中
見
物
ニ
こ
し
候
」、
一
一
日
に
「
氏
政
、

同
弟
奥
州
（
北
条
氏
照
）
ニ
腹
を
御
き
ら
せ
候
」、
一
二
日
に
は
「
氏
直
ハ
高
野
へ
つ
か
ハ
さ
れ

候
ハ
ん
由
候
、荷
馬
あ
た
り
候
、本
田
作
左
衛
門
尉
（
本
多
忠
勝
）
所
へ
越
候
」、一
三
日
に
は
「
関

白
様
城
中
へ
御
成
候
」
と
秀
吉
は
小
田
原
城
に
入
っ
て
い
ま
す
、
そ
し
て
一
六
日
に
は
「
江
戸
表

へ
立
候
」
と
あ
り
ま
し
て
、
家
康
は
江
戸
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
秀
吉
か
ら
関
東
へ
の
転

封
を
命
じ
ら
れ
て
、
様
子
を
見
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
一
枚
の
文
書
だ
と
つ
な

が
ら
な
い
の
で
す
が
、
日
記
は
連
続
し
て
い
ま
す
の
で
、
日
記
の
流
れ
に
そ
っ
て
一
つ
一
つ
の
文

書
史
料
を
当
て
は
め
て
い
く
と
、
非
常
に
動
的
に
歴
史
と
い
う
も
の
が
理
解
で
き
る
。
そ
う
い
う

よ
う
な
こ
と
を
『
家
忠
日
記
』
を
使
っ
て
、
様
々
な
研
究
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
か

と
思
い
ま
す
。

　
家
康
は
そ
の
後
関
東
に
移
っ
て
き
ま
す
。
日
記
と
し
て
一
八
年
間
連
続
し
て
書
か
れ
て
い
ま
す

の
で
、『
家
忠
日
記
』
と
い
う
の
は
戦
国
か
ら
近
世
へ
向
か
う
社
会
の
様
子
が
、
家
康
の
動
向
と

家康を支えた一門・松平家忠とその時代（久保田）
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と
も
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
史
料
的
価
値
が
非
常
に
高
い
と
い
え
ま
す
。

九
、『
家
忠
日
記
』
に
み
る
家
康
と
忠
次
と
家
忠

　
次
に
ご
紹
介
す
る
の
は
酒
井
忠
次
で
す
。
忠
次
は
本
多
忠
勝
・
榊
原
康
政
・
井
伊
直
政
と
と
も

に
い
わ
ゆ
る
徳
川
四
天
王
の
一
人
で
、
そ
の
筆
頭
で
す
。『
家
忠
日
記
』
に
は
家
康
の
記
事
も
多

い
の
で
す
が
、
忠
次
の
記
事
も
七
四
回
と
多
い
。
何
故
か
と
い
い
ま
す
と
、
家
康
家
臣
の
筆
頭
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
東
三
河
の
国
衆
を
統
括
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
家
忠
の
上
司

が
酒
井
忠
次
で
、
そ
の
上
に
家
康
が
い
る
わ
け
で
す
。
家
康
の
命
令
が
酒
井
に
来
て
、
酒
井
が
三

河
の
他
の
松
平
氏
な
ど
も
含
め
て
、
三
河
の
国
衆
に
対
し
て
命
令
す
る
。
日
記
に
は
命
令
が
来
る

と
「
申
来
候
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
従
っ
て
、
家
忠
は
動
い
て
い
き
ま
す
。
で
す
か
ら

家
忠
に
と
っ
て
、
家
康
の
動
向
も
大
事
で
す
が
、
そ
の
次
に
大
事
な
の
は
上
司
で
あ
る
酒
井
忠
次

と
な
り
ま
す
。「
酒
左
（
酒
井
左
衛
門
尉
忠
次
）
よ
り
申
来
候
」
と
い
う
よ
う
に
、忠
次
か
ら
家
忠
・

他
の
三
河
国
衆
へ
の
指
示
・
命
令
が
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
家
康
か
ら
の
命
令
が
直
接
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
家
康
か
ら
と
、
家
康
の
命
を
受

け
た
忠
次
か
ら
の
指
示
、
こ
れ
に
よ
っ
て
動
い
て
い
ま
す
。
特
に
多
い
の
が
軍
事
行
動
で
す
。
戦

国
大
名
の
家
臣
と
し
て
は
当
然
の
公
的
な
関
係
で
す
。
で
す
か
ら
大
名
家
康
―
旗
頭
忠
次
―
衆
頭

の
家
忠
と
い
う
よ
う
に
、
忠
次
の
任
務
は
国
衆
に
指
示
を
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
指
示
を
受
け

て
家
忠
は
動
い
て
い
く
。『
家
忠
日
記
』
を
読
ん
で
い
る
中
で
、
徳
川
氏
の
軍
事
編
成
と
い
う
も

の
が
貫
徹
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
非
常
に
細
か
い
指
示
が
出
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
付
き
合
い
と
い
う
こ
と
も
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
忠
次
と
家
忠
の
関
係

と
い
う
の
は
、
旗
頭
か
ら
衆
頭
へ
と
い
っ
た
軍
事
的
な
関
係
、
公
的
な
関
係
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
忠
次
か
ら
能
に
呼
ば
れ
た
り
、
日
待
ち
・
月
待
ち
の
信
仰
に
呼
ば
れ
て
一
つ
の
部
屋

に
忠
次
と
家
忠
が
一
晩
過
ご
す
こ
と
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
家
忠
が
忠
次
の
小
姓
衆
を

振
る
舞
っ
た
り
す
る
。
あ
る
い
は
忠
次
か
ら
菟
を
も
ら
う
。
忠
次
の
指
示
を
受
け
た
者
か
ら
弓
法

を
習
っ
た
り
す
る
。
忠
次
の
子
息
家
次
が
結
婚
す
る
と
祝
言
に
駆
け
付
け
る
。
家
次
か
ら
家
忠
は

鷹
を
も
ら
い
、
そ
の
お
礼
に
出
か
け
て
行
く
。
忠
次
は
家
忠
の
上
司
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
軍
事
編

成
を
超
え
た
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
親
密
な
交
流
・
関
係
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
封
建
的

な
主
従
関
係
と
い
う
公
的
な
関
係
で
は
な
く
て
、
私
的
な
関
係
で
す
が
、
公
的
な
関
係
を
私
的
な

関
係
が
補
強
し
て
い
く
。
戦
国
大
名
の
権
力
構
造
と
い
い
ま
す
と
、
寄
親
寄
子
制
と
か
、
知
行
を

安
堵
さ
れ
て
軍
役
を
務
め
る
と
い
う
よ
う
な
公
的
な
関
係
で
説
明
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
て
、
日
常
の
細
か
な
付
き
合
い
、
つ
ま
り
私
的
な
日
常
関
係
が
公
的
な
関
係
、
こ
こ
で
は
封

建
的
主
従
制
を
い
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
補
強
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
い
え
ま
す
。
そ
う
し
た
戦

国
大
名
の
権
力
構
造
の
一
面
を
日
記
の
中
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、
日

記
を
読
ん
で
い
て
そ
ん
な
感
想
を
持
ち
ま
し
た
。

　
先
ほ
ど
酒
井
忠
次
が
い
わ
ゆ
る
四
天
王
と
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
代
に
四
天
王
と

い
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
に
関
連
し
て
興
味
深
い
記
事
を
見
か
け

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
天
正
一
四
（
一
五
八
六
）
年
四
月
で
す
。
秀
吉
は
家
康
を
京
都
・

大
坂
に
や
っ
て
来
さ
せ
て
、
自
分
に
対
し
て
臣
下
の
礼
を
と
ら
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
家
康

は
じ
ら
し
て
な
か
な
か
出
か
け
て
行
か
な
い
。
そ
れ
で
秀
吉
は
自
分
の
妹
旭
を
離
婚
さ
せ
て
家
康

に
嫁
が
せ
ま
す
。
そ
れ
で
も
家
康
は
上
洛
し
な
い
の
で
、
大
政
所
を
岡
崎
へ
差
し
向
け
ま
す
。
こ

れ
で
家
康
は
や
っ
と
秀
吉
の
も
と
に
挨
拶
に
行
き
ま
す
。
大
河
ド
ラ
マ
で
秀
吉
が
家
康
の
手
を
取

る
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
記
事
は
『
家
忠
日
記
』
に
あ
り
ま
し
て
、
ド
ラ
マ
の
こ
の
シ
ー

ン
は
お
そ
ら
く
こ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　『
家
忠
日
記
』
に
は
、
旭
姫
が
嫁
ぐ
前
の
天
正
一
四
年
四
月
一
九
日
に
こ
う
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
又
よ
し
た
へ
御
祝
言
之
儀
聞
合
ニ
人
を
つ
か
ハ
し
候
、
廿
八
日
之
御
祝
言
少
相
延
候
由
申
来
候
、

延
候
い
は
れ
ハ
、
御
初
い
れ
に
天
野
三
郎
兵
衛
を
御
つ
か
ハ
し
候
、
秀
吉
無
御
存
知
仁
に
て
候
由

に
て
、
腹
立
に
て
候
由
候
、
酒
井
左
衛
門
尉
歟
、
其
外
本
田
平
八
郎
、
榊
原
小
平
太
か
越
候
ハ
ぬ

と
の
儀
に
て
候
、其
分
申
候
て
、上
よ
り
小
栗
大
六
、尾
州
よ
り
ひ
ち
か
た
彦
三
郎
被
越
候
由
候
」。

家
康
と
旭
姫
の
婚
儀
の
こ
と
に
つ
い
て
、
最
初
に
旭
姫
を
迎
え
に
行
っ
た
の
が
天
野
三
郎
景
能

だ
っ
た
の
で
す
が
、
秀
吉
は
天
野
の
こ
と
は
知
ら
な
い
と
腹
を
立
て
、
酒
井
忠
次
か
そ
の
ほ
か
で

は
本
多
忠
勝
か
榊
原
康
政
が
来
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
伝
え
に
上
方

か
ら
小
栗
大
六
（
重
常
・
家
康
家
臣
）・
尾
州
か
ら
土
方
彦
三
郎
（
雄
久
・
織
田
信
雄
家
臣
）
が
や
っ

て
き
た
と
あ
り
ま
す
。
本
文
の
上
の
余
白
に
記
さ
れ
た
頭
書
に
は
、「
殿
様
ハ
い
ろ
〳
〵
六
ヶ
敷

家康を支えた一門・松平家忠とその時代（久保田）
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解
は
違
う
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ろ
佐
久
間
維
戢
は
、
こ
の
稿
本
を
書
い
て
丹
念
に
註
釈
を

付
け
て
い
ま
す
。
現
在
稿
本
は
天
正
五
年
か
ら
六
年
の
も
の
が
一
冊
、
天
正
七
年
の
も
の
が
一
冊

あ
り
ま
し
て
、
そ
の
後
の
も
の
が
確
認
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
続
き
が
本
光
寺
や
肥
前
島
原
松

平
文
庫
に
あ
れ
ば
面
白
い
で
す
し
、
今
後
稿
本
の
壱
・
弐
と
本
文
を
比
べ
た
り
、
解
説
を
見
る
こ

と
で
、『
家
忠
日
記
』
の
理
解
が
い
っ
そ
う
深
ま
る
の
で
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
解
説
の
一
例
を
紹
介
い
た
し
ま
す
と
、
天
正
七
年
の
書
き
出
し
に
「
天
正
七
年
己
卯
正
月
大
」、

そ
の
下
に
「
生
年
廿
五
歳
」「
竹
ニ
し
ね
ん
こ
つ
く
」
と
あ
り
ま
す
。
維
戢
の
稿
本
に
は
「
竹
ニ

し
ね
ん
つ
く
」
と
あ
り
ま
す
。「
し
ね
ん
こ
」
は
「
じ
ね
ん
ご
」
と
い
い
ま
し
て
、
維
戢
は
「
ジ

ね
ン
ト
ハ
竹
林
ニ
生
シ
テ
竹
ヲ
害
ス
ル
虫
ノ
名
ナ
リ
、
今
シ
ね
ン
ゴ
ト
称
ス
、
是
ハ
気
候
不
順
ノ

兆
ナ
レ
ハ
年
首
ニ
年
柄
ノ
不
宜
事
ヲ
記
セ
ラ
ル
ヽ
ト
見
ユ
」
と
註
釈
し
て
い
ま
す
。
日
記
原
本
の

天
正
六
・
七
・
八
年
に
は
こ
の
「
じ
ね
ん
ご
」
の
こ
と
が
年
の
書
き
出
し
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
家

忠
は
単
に
虫
が
付
い
た
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
領
内
の
飢
饉
や
豊
作
を
思
い
な
が
ら
、
年

頭
の
記
事
に
付
け
加
え
て
い
る
の
だ
と
維
戢
は
理
解
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
今
、
私
た
ち
は
深
溝
を
「
ふ
こ
う
ず
」
と
い
い
ま
す
が
、
家
忠
は
日
記
に
「
ふ
か
う
そ
」
と
書

い
て
い
ま
す
。
ま
た
同
時
代
の
文
書
に
も
「
ふ
か
う
そ
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
維
戢

は
気
付
い
て
い
ま
す
。
肥
前
島
原
松
平
文
庫
の
『
深
溝
誌
』、
す
な
わ
ち
維
戢
が
手
元
に
置
い
て

い
た
方
に
は
、
朱
の
頭
注
書
で
「
源
□
（
慶
）
公
、
ふ
か
う
そ
と
書
給
へ
る
ニ
習
ひ
て
、
そ
と
書

き
候
、
ふ
か
ミ
そ
な
れ
□
（
ハ
カ
）、
そ
を
う
（
す
カ
）
ニ
転
す
る
事
ハ
夛
例
候
半
、
今
、
ず
と

呼
ハ
通
音
に
て
訛
し
た
る
ニ
御
座
あ
る
へ
し
、
づ
と
い
ふ
ハ
、
弥
あ
や
ま
り
也
、
昔
ハ
必
、
ふ
か

う
そ
と
申
候
半
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「『
そ
』
が
『
す
』
に
転
ず
る
こ
と
は
多
く
あ
る

が
、『
ず
』
で
あ
り
『
づ
』
で
は
な
い
。
昔
は
必
ず
『
ふ
か
う
そ
』
と
い
っ
て
い
た
が
、
今
は
訛
っ

て
『
ふ
か
う
す
』
と
い
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
こ
と
ま
で
維
戢
は
細
か
く
注

意
を
払
っ
て
書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
『
家
忠
日
記
』
を
研
究
す
る
際
に
は
、
江
戸
時
代
の
先

人
の
研
究
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も
今
、『
家
忠
日
記
』
の
翻
刻
を

出
版
す
る
こ
と
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
は
「
ふ
か
う
そ
」
と
し
て
い
ま
す
。

む
す
び
に

　
以
上
、
結
論
め
い
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
駆
け
足
で
さ
ま
ざ
ま
な
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
な
お
最
近
、
愛
知
県
の
中
川
三
平
さ
ん
が
『
現
代
語
訳
　
家
忠
日
記
』（
Ｋ
Ｔ
Ｃ
中
央

出
版
、
二
〇
一
九
年
）
と
い
う
本
を
出
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
こ
か
ら
も
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
皆
様
方
も
こ
れ
を
機
に
、
是
非
『
家
忠
日
記
』
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
、
生
き
生
き

と
し
た
戦
国
の
社
会
を
読
み
込
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
企
画
展
の
会
期
は
一
一
月

一
三
日
ま
で
、
ま
だ
一
か
月
あ
り
ま
す
の
で
、
何
度
も
ご
覧
い
た
だ
い
て
、
私
も
会
期
中
は
な
る

べ
く
足
を
運
び
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
く
ぼ
た
　
ま
さ
き
　
駒
澤
大
学
文
学
部
教
授
〈
当
時
〉・
現
名
誉
教
授
）

（
編
集
部
謝
辞
）
本
稿
は
令
和
元
年
一
〇
月
一
一
日
、
第
三
九
回
禅
文
化
歴
史
博
物
館
セ
ミ
ナ
ー

（
於
駒
澤
大
学
中
央
講
堂
）
と
し
て
行
わ
れ
た
御
講
演
を
も
と
に
、
講
演
者
が
加
筆
修
正
を
加

え
た
も
の
を
収
録
し
ま
し
た
。
久
保
田
先
生
に
は
、
企
画
展
の
準
備
段
階
か
ら
企
画
・
監
修
を

お
引
き
受
け
い
た
だ
き
、
多
く
の
御
指
導
・
御
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
図
録
の
製
作
に
当

た
っ
て
は
、
執
筆
を
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
大
学
院
ゼ
ミ
生
の
御
指
導
と
と
も
に
、
御
本
人
自

ら
御
寄
稿
を
賜
る
な
ど
、
献
身
的
な
御
支
援
に
対
し
ま
し
て
、
改
め
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

家康を支えた一門・松平家忠とその時代（久保田）

（
九
）
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儀
申
候
間
、
事
切
候
ハ
ん
か
と
御
意
候
、
さ
や
う
候
へ
ハ
、
信
雄
様
失
御
面
目
候
と
ひ
ち
か
た
彦

三
郎
申
候
て
、
本
田
平
八
郎
殿
廿
三
日
ニ
御
上
候
由
候
」。
殿
様
（
家
康
）
は
（
秀
吉
が
）
い
ろ

い
ろ
と
難
し
い
こ
と
を
言
っ
て
く
る
の
で
、
事
切
（
破
棄
）
に
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
る
け
れ
ど

も
、
そ
う
な
る
と
こ
の
婚
儀
を
斡
旋
し
た
織
田
信
雄
が
面
目
を
失
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
を

土
方
が
言
っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
で
本
多
平
八
郎
忠
勝
が
二
三
日
に
行
く
と
の
こ
と
だ
、
と
書
か

れ
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に
出
て
く
る
の
は
酒
井
忠
次
と
本
多
忠
勝
・
榊
原
康
政
と
い
う
こ
と
で
、

秀
吉
が
家
康
の
家
臣
の
中
で
評
価
し
て
い
る
の
は
天
野
で
は
な
く
、
酒
井
・
本
多
・
榊
原
の
三
人

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
四
天
王
に
は
あ
と
一
人
井
伊
直
政
が
い
ま
す
が
、
こ
の
頃
直
政
も
頭

角
を
現
し
は
じ
め
て
い
ま
す
。
こ
の
あ
と
大
政
所
が
岡
崎
に
や
っ
て
き
た
と
き
に
警
備
す
る
の
は

井
伊
直
政
で
す
。
ま
た
直
政
は
大
政
所
が
帰
る
と
き
に
は
大
坂
ま
で
送
っ
て
行
き
ま
す
。
秀
吉
は

こ
れ
を
喜
ん
で
、
こ
れ
が
契
機
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
秀
吉
は
直
政
を
た
い
へ
ん
評
価

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
こ
の
頃
は
秀
吉
に
と
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
徳
川
四
天
王
と
い
う

の
が
は
っ
き
り
と
認
識
の
中
に
出
て
く
る
時
期
で
、
お
そ
ら
く
家
忠
を
含
め
家
康
家
臣
た
ち
は
三

人
を
評
価
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
雰
囲
気
も
あ
っ
て
家
忠
は
書
き
留
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

一
〇
、
佐
久
間
真
蔵
維
戢
と
『
家
忠
日
記
』

　『
家
忠
日
記
』
と
い
う
の
は
、
島
原
藩
松
平
家
の
中
で
も
珍
重
さ
れ
た
史
料
で
あ
り
、
そ
れ
が

故
に
将
軍
へ
の
上
覧
に
な
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
に
藩
の
中
で
『
家
忠
日
記
』
を
研
究

し
た
人
が
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
か
つ
て
新
行
紀
一
先
生
が
深
溝
本
光
寺
の
調
査
報
告
書
の
中
で
も

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
佐
久
間
真
蔵
維
戢
と
い
う
人
物
で
七
〇
石
取
り
の
藩
士
で
す
。
父
は
喜

一
郎
維
信
、
祖
父
維
草
は
島
原
藩
主
六
代
忠
恕
・
七
代
忠
馮
に
仕
え
た
漢
学
者
で
す
。
維
戢
は
定

府
詰
め
だ
っ
た
と
き
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
帰
り
が
け
に
深
溝
に
寄
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
書

を
編
み
ま
す
。
こ
れ
が
『
深
溝
誌
』
と
呼
ば
れ
る
書
で
す
。『
深
溝
誌
』
は
二
冊
あ
り
ま
し
て
、

一
冊
は
肥
前
島
原
松
平
文
庫
に
、
も
う
一
冊
は
愛
知
県
西
尾
市
の
岩
瀬
文
庫
に
あ
り
ま
す
。
新
行

先
生
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
二
冊
は
同
筆
で
、
島
原
の
『
深
溝
誌
』
は
手
元
に
置
い
て
お
く
も
の

で
、も
う
一
つ
は
本
光
寺
の
方
に
贈
っ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。『
深
溝
誌
』
は
別
名
『
萩

廼
古
枝
』
と
い
い
ま
す
。

　
佐
久
間
維
戢
は
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
『
深
溝
誌
』
を
書
き
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年

に
は
邨
岡
笠
城
と
称
し
て
、『
慈
雲
院
殿
家
忠
公
　
御
日
記
参
考
稿
本
　
壱
』
に
『
家
忠
日
記
』

の
序
文
を
記
し
て
い
ま
す
。『
慈
雲
院
殿
家
忠
公
　
御
日
記
参
考
稿
本
　
壱
』
が
肥
前
島
原
松
平

文
庫
、『
同
弐
』
が
島
原
本
光
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
維
戢
は
『
家
忠
日
記
』
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
、『
御
日
記
参
考
稿
本
　
壱
』
の
解
説
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
こ
れ
か
ら
の
研
究
課
題
な
の
で
す
が
、『
御
日
記
参
考
稿
本
』
と
い
う
の
は
文
久
二
年
に

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
幕
末
の
混
乱
期
に
な
く
な
っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
を
発
見
し
て
維
戢

も
嬉
し
い
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
明
治
九
年
に
序
文
と
解
説
を
加
え
て
、
今
日
の
『
御
日

記
参
考
稿
本
』
の
壱
と
弐
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
時
の
人
た
ち
が
『
家
忠
日
記
』
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
維
戢
の
解
説
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

家
忠
日
記
原
本
蓋
前
後
ヲ
亡
逸
ス
ル
モ
ノ
也
、
其
ノ
大
サ
約
竪
四
寸
五
分
許
、
横
六
寸
五
分

許
、
上
下
長
短
錯
雑
シ
、
幅
員
斉
頓
ス
ル
ナ
シ
、
且
料
紙
一
定
セ
ス
、
往
々
反
故
帋
背
或
懐

紙
詠
草
ノ
と
く
に
背
又
往
復
書
簡
ノ
餘
白
等
裁
取
編
集
ス
ル
物
ナ
リ
、
按
ル
ニ
此
編
、
公
自

己
日
用
遺
忘
ニ
備
フ
ル
而
已
、
其
質
樸
、
古
雅
感
賞
ニ
堪
ズ
、
且
往
々
紀
行
ヲ
挟
入
シ
、
又

自
画
ノ
花
鳥
山
水
ア
リ
、
連
ノ
発
句
ア
リ
、
華
押
ヲ
無
数
認
ム
ル
ア
リ
、
或
商
客
ニ
佩
刀
製

造
ノ
註
問
并
作
価
ヲ
記
ス
、
然
リ
ト
雖
、
自
己
備
忘
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
創
業
時
勢
細
述
ス
ル
ア

リ
、
豊
公
朝
鮮
ノ
役
事
ノ
如
キ
、
最
詳
悉
セ
リ
、
但
、
東
照
宮
ヲ
指
シ
テ
、
始
ハ
家
康
或
ハ

家
康
殿
ト
シ
、
中
間
ニ
至
テ
殿
様
或
上
様
ト
ス
、
始
ニ
上
様
公
方
様
ト
記
ス
ル
ハ
織
田
信
長

ヲ
指
ス
也
、
時
勢
ノ
沿
革
ニ
因
テ
呼
称
ノ
変
化
ス
ル
ヲ
見
ル
ヘ
キ
也
、

　
　
　
丙
子
（
明
治
九
年
）
五
月
又
十
四
日
　
於
阪
本
街
寓
舎
　
笠
城
老
人
又
識

　
こ
の
維
戢
の
理
解
は
、
今
日
の
私
た
ち
の
理
解
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
た
だ
料
紙
が
反

故
の
紙
を
使
っ
た
、
あ
る
い
は
懐
紙
、
詠
草
、
と
く
に
往
復
書
簡
の
余
白
を
使
っ
た
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
原
本
の
調
査
を
し
て
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
「
上
様
」

と
い
う
の
は
、後
に
家
康
の
こ
と
を
指
す
よ
う
に
な
る
け
れ
ど
も
、最
初
は
信
長
の
こ
と
だ
と
い
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
家
康
は
『
家
忠
日
記
』
の
中
で
は
上
様
と
呼
ば
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
理

家康を支えた一門・松平家忠とその時代（久保田）

（
八
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解
は
違
う
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ろ
佐
久
間
維
戢
は
、
こ
の
稿
本
を
書
い
て
丹
念
に
註
釈
を

付
け
て
い
ま
す
。
現
在
稿
本
は
天
正
五
年
か
ら
六
年
の
も
の
が
一
冊
、
天
正
七
年
の
も
の
が
一
冊

あ
り
ま
し
て
、
そ
の
後
の
も
の
が
確
認
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
続
き
が
本
光
寺
や
肥
前
島
原
松

平
文
庫
に
あ
れ
ば
面
白
い
で
す
し
、
今
後
稿
本
の
壱
・
弐
と
本
文
を
比
べ
た
り
、
解
説
を
見
る
こ

と
で
、『
家
忠
日
記
』
の
理
解
が
い
っ
そ
う
深
ま
る
の
で
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
解
説
の
一
例
を
紹
介
い
た
し
ま
す
と
、
天
正
七
年
の
書
き
出
し
に
「
天
正
七
年
己
卯
正
月
大
」、

そ
の
下
に
「
生
年
廿
五
歳
」「
竹
ニ
し
ね
ん
こ
つ
く
」
と
あ
り
ま
す
。
維
戢
の
稿
本
に
は
「
竹
ニ

し
ね
ん
つ
く
」
と
あ
り
ま
す
。「
し
ね
ん
こ
」
は
「
じ
ね
ん
ご
」
と
い
い
ま
し
て
、
維
戢
は
「
ジ

ね
ン
ト
ハ
竹
林
ニ
生
シ
テ
竹
ヲ
害
ス
ル
虫
ノ
名
ナ
リ
、
今
シ
ね
ン
ゴ
ト
称
ス
、
是
ハ
気
候
不
順
ノ

兆
ナ
レ
ハ
年
首
ニ
年
柄
ノ
不
宜
事
ヲ
記
セ
ラ
ル
ヽ
ト
見
ユ
」
と
註
釈
し
て
い
ま
す
。
日
記
原
本
の

天
正
六
・
七
・
八
年
に
は
こ
の
「
じ
ね
ん
ご
」
の
こ
と
が
年
の
書
き
出
し
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
家

忠
は
単
に
虫
が
付
い
た
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
領
内
の
飢
饉
や
豊
作
を
思
い
な
が
ら
、
年

頭
の
記
事
に
付
け
加
え
て
い
る
の
だ
と
維
戢
は
理
解
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
今
、
私
た
ち
は
深
溝
を
「
ふ
こ
う
ず
」
と
い
い
ま
す
が
、
家
忠
は
日
記
に
「
ふ
か
う
そ
」
と
書

い
て
い
ま
す
。
ま
た
同
時
代
の
文
書
に
も
「
ふ
か
う
そ
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
維
戢

は
気
付
い
て
い
ま
す
。
肥
前
島
原
松
平
文
庫
の
『
深
溝
誌
』、
す
な
わ
ち
維
戢
が
手
元
に
置
い
て

い
た
方
に
は
、
朱
の
頭
注
書
で
「
源
□
（
慶
）
公
、
ふ
か
う
そ
と
書
給
へ
る
ニ
習
ひ
て
、
そ
と
書

き
候
、
ふ
か
ミ
そ
な
れ
□
（
ハ
カ
）、
そ
を
う
（
す
カ
）
ニ
転
す
る
事
ハ
夛
例
候
半
、
今
、
ず
と

呼
ハ
通
音
に
て
訛
し
た
る
ニ
御
座
あ
る
へ
し
、
づ
と
い
ふ
ハ
、
弥
あ
や
ま
り
也
、
昔
ハ
必
、
ふ
か

う
そ
と
申
候
半
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「『
そ
』
が
『
す
』
に
転
ず
る
こ
と
は
多
く
あ
る

が
、『
ず
』
で
あ
り
『
づ
』
で
は
な
い
。
昔
は
必
ず
『
ふ
か
う
そ
』
と
い
っ
て
い
た
が
、
今
は
訛
っ

て
『
ふ
か
う
す
』
と
い
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
こ
と
ま
で
維
戢
は
細
か
く
注

意
を
払
っ
て
書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
『
家
忠
日
記
』
を
研
究
す
る
際
に
は
、
江
戸
時
代
の
先

人
の
研
究
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も
今
、『
家
忠
日
記
』
の
翻
刻
を

出
版
す
る
こ
と
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
は
「
ふ
か
う
そ
」
と
し
て
い
ま
す
。

む
す
び
に

　
以
上
、
結
論
め
い
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
駆
け
足
で
さ
ま
ざ
ま
な
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
な
お
最
近
、
愛
知
県
の
中
川
三
平
さ
ん
が
『
現
代
語
訳
　
家
忠
日
記
』（
Ｋ
Ｔ
Ｃ
中
央

出
版
、
二
〇
一
九
年
）
と
い
う
本
を
出
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
こ
か
ら
も
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
皆
様
方
も
こ
れ
を
機
に
、
是
非
『
家
忠
日
記
』
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
、
生
き
生
き

と
し
た
戦
国
の
社
会
を
読
み
込
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
企
画
展
の
会
期
は
一
一
月

一
三
日
ま
で
、
ま
だ
一
か
月
あ
り
ま
す
の
で
、
何
度
も
ご
覧
い
た
だ
い
て
、
私
も
会
期
中
は
な
る

べ
く
足
を
運
び
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
く
ぼ
た
　
ま
さ
き
　
駒
澤
大
学
文
学
部
教
授
〈
当
時
〉・
現
名
誉
教
授
）

（
編
集
部
謝
辞
）
本
稿
は
令
和
元
年
一
〇
月
一
一
日
、
第
三
九
回
禅
文
化
歴
史
博
物
館
セ
ミ
ナ
ー

（
於
駒
澤
大
学
中
央
講
堂
）
と
し
て
行
わ
れ
た
御
講
演
を
も
と
に
、
講
演
者
が
加
筆
修
正
を
加

え
た
も
の
を
収
録
し
ま
し
た
。
久
保
田
先
生
に
は
、
企
画
展
の
準
備
段
階
か
ら
企
画
・
監
修
を

お
引
き
受
け
い
た
だ
き
、
多
く
の
御
指
導
・
御
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
図
録
の
製
作
に
当

た
っ
て
は
、
執
筆
を
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
大
学
院
ゼ
ミ
生
の
御
指
導
と
と
も
に
、
御
本
人
自

ら
御
寄
稿
を
賜
る
な
ど
、
献
身
的
な
御
支
援
に
対
し
ま
し
て
、
改
め
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

家康を支えた一門・松平家忠とその時代（久保田）

（
九
）

P.九 責了 駒澤大学禅文化歴史博物館紀要　第4号（平成30年度・令和元年度）
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